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あ
る
財
の
一
定
憤
格
に
於
て
な
ら
ば
、
引
取
ら
む
と
申
出
で
ら
れ
る
敷
量
を
需
要
敷
董
又
は
箪
に
需
要
、
そ
の
債
格

を
需
要
債
格
と
い
ふ
。
同
じ
く
引
渡
さ
む
と
申
出
で
ら
れ
る
敷
董
を
供
給
敷
El

一
限
叉
は
箪
に
供
給
、
そ
の
憤
格
を
供
給
債

格
と
い
ふ
。
さ
れ
ば
、
需
要
及
供
給
に
は
夫
々
一
定
の
憤
格
が
前
提
さ
れ
て
ゐ
る
。
憤
格
が
愛
化
す
れ
ば
、
夫
に
應
じ

て
需
要
、
供
給
は
愛
化
す
る
。
此
の
闘
係
を
夫
々
需
要
函
敷
、
供
給
函
敷
と
い
ふ
。
需
要
の
側
に
あ
り
て
は
、
債
格
の
菱

化
と
数
最
の
愛
化
と
は
互
に
そ
の
方
向
を
逆
に
す
る
。
従
つ
て
、
需
要
函
数
は
消
極
叉
は
減
少
函
敷
で
あ
る
。
供
給
の

側
に
あ
り
て
は
｀
債
格
の
雙
化
と
藪
量
の
愛
化
と
は
互
に
そ
の
方
向
を
一
に
す
る
。
従
つ
て
、
供
給
函
数
は
積
極
叉
は

増
加
函
敷
で
あ
る。
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二

本
論
文
は
そ
の
暗
黒
貼
を
間
明
せ
む
と
す
る
一
習
作
で
あ
る
。
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（
三
）
費
用
を
増
加
し
て
始
め
て
数
量

均
衡
債
格
は
是
等
二
函
敷
の
共
通
根
と
し
て
決
定
せ
ら
れ
る
、
従
っ
て
t

需
要
函
敷
、
供
給
函
数
は
如
何
に
し
て
決

定
せ
ら
れ
る
か
と
い
ふ
問
題
は
、
憤
格
の
理
論
に
取
り
て
極
め
て
電
要
な
る
問
題
で
あ
る
。
需
要
函
数
の
決
定
に
就
い

て
は
、
私
は
部
分
的
で
は
あ
る
が
嘗
て
論
じ
た
。
そ
れ
は
事
柄
が
割
合
に
簡
箪
で
あ
る
。
而
し
て
、
多
の
人
々
に
依
り

て
承
認
せ
ら
れ
た
る
定
説
と
も
云
ふ
べ
ぎ
も
の
が
あ
る

9

然
る
に
、
供
給
函
敷
は
事
柄
が
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。
そ
れ

が
為
か
謡
家
の
論
す
る
と
こ
ろ
は
極
め
て
罷
々
で
あ
る
。
供
給
函
藪
に
闘
す
る
問
題
は
未
だ
明
か
に
せ
ら
れ
て
ゐ
た
い

と
こ
ろ
の
「
現
代
経
消
學
上
の
一
暗
黒
貼
」
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

財
が
獨
占
の
封
象
で
あ
る
か
、
自
由
競
争
の
到
象
で
あ
る
か
、
或
は
そ
れ
等
の
中
間
に
あ
る
と
こ
ろ
の
経
涜
の
到
象

で
あ
る
か
に
依
り
て
、
供
給
函
数
の
様
相
は
著
し
く
異
る
。
更
に
、
等
し
く
自
由
競
争
の
到
象
で
あ
る
と
こ
ろ
、
の
財
で
あ

つ
て
も
、
（
一
）
生
産
が
全
然
不
可
能
で
あ
る
も
の
、
生
産
は
不
可
能
で
は
な
い
が

そ
の
他
の
社
會
的
條
件
の
故
に
敷
EJ

軍
を
任
意
に
増
加
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の

（
二
）
自
然
科
學
的
、
法
的
、

を
増
加
し
得
る
に
せ
よ
然
ら
ざ
る
に
せ
よ
、
敷
量
を
任
意
に
増
加
す
る
を
得
る
も
の
に
依
り
て
、
夫
々
そ
の
供
給
函
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度
は
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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四

0
七

裳
の
様
相
を
異
に
す
る
。
私
は
専
ら
最
後
の
場
合
を
念
頭
に
お
い
て
論
を
進
め
る
。

財
（
生
産
物
）
の
供
給
者
に
は
―

]種
あ
る
。

第

二

駒

二
―
七ヽ

一
、
自
ら
生
産
を
行
ひ
て
供
給
す
る
者
、
所
謂
本
源
的
供
給
者
｀
二
、

自
ら
生
産
す
る
こ
と
な
し
に
、
他
人
よ
り
供
給
を
受
け
て
更
に
他
人
に
供
給
す
る
者
、
所
謂
派
生
的
供
給
者
で
あ
る
。

後
者
の
存
在
が
供
給
闘
係
に
何
等
の
影
孵
を
も
輿
へ
た
い
わ
け
は
な
い
。
然
し
た
が
ら
、
終
局
に
於
い
て
供
給
闘
係
を

指
埠
す
る
も
の
は
本
源
的
供
給
者
で
あ
る
。
従
っ
て
、
絃
に
は
簡
箪
を
得
る
た
め
に
、
本
源
的
供
給
者
の
み
が
供
給
者

自
由
競
争
の
針
象
で
あ
る
と
こ
ろ
の
生
産
物
(

A

)

の
供
給
者
I
T
I
:
．．．． 
n
の
各
は
、
自
ら
を
園
る
市
場
闘
係
即
外
部

ア
ク
セ
プ
ト

経
演
を
直
接
に
而
し
て
箪
獨
に
左
右
修
正
す
る
力
を
持
た
な
い
。
彼
等
の
各
は
先
づ
此
の
外
部
経
演
を
受
納
し
て
、
之

に
よ
b
て
そ
の
内
部
経
演
を
組
織
指
導
し
、
夫
に
よ
り
て
自
已
の
外
部
経
清
に
劉

す
る
態
度
を
決
す
る
。
か
く
し
て
決

定
せ
ら
れ
た
る
各
供
給
者
の
態
度
の
合
成
果
と
し
て
、
外
部
経
済
に
影
響
が
現
は
れ
る
。
各
供
給
者
は
此
の
新
し
き
外

部
経
演
を
再
受
納
し
て
そ
の
内
部
糎
渭
の
組
鏃
を
仕
直
す
。
そ
の
合
成
果
と
し
て
、
更
に
外
部
経
済
に
影
響
が
現
は
れ

る
。
か
く
の
如
き
過
程
の
繰
返
に
よ
り
て
遂
に
均
衡
朕
態
が
到
る
。
然
る
が
故
に
、
供
給
函
数
を
考
察
す
る
に
あ
た
り

て
、
先
づ
外
部
経
済
を
興
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
考
へ
、
此
の
條
件
の
下
に
於
て
、
各
供
給
者
の
供
給
闊
係
に
到
す
る
態

供

粉

函
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で
あ
る
と
仮
定
す
る
。



響
を
典
へ
る
こ
と
も
明
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
の
事
柄
が
二
あ
る
。

供
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論

多
敷
の
供
給
者
の
中
の
一
供
給
者
1
を
取
出
し
て
考
察
の
酎
象
と
す
る
。
彼
は
生
産
物
(
A
)
の
一
定
最
A
を
生
産
し

て
ゐ
る
と
す
る
。
そ
の
供
給
債
格
を
根
本
的
に
決
定
す
る
だ
け
の
力
は
持
た
な
い
が
、

従
つ
て
、

少
く
と
も
之
に
影
響
を
典
へ
る

一
は
将
来
の
市
場
の
見
込
で
あ
る
。
将
来
高
債
格
叉
は
低
憤
格
が
見
込
ま
れ
る
な
ら
ば
、

生
査
設
備
の
撰
張
叉
は
縮
小
は
暫
く
別
に
考
へ
る
と
し
て
も
、
現
存
敷
麓
に
就
い
て
喪
惜
み
叉
は
賣
怨
ぎ
が
行
は
れ
る
。

現
在
に
於
け
る
供
給
函
敷
（
個
人
的
）
は
営
然
に
影
響
を
受
け
る
。
但
し
、
財
の
性
質
上
全
然
貯
蔵
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
か
、

叉
は
貯
蔵
す
る
こ
と
は
出
来
て
も
多
額
の
費
用
を
要
し
又
は
著
し
く
損
傷
さ
れ
ろ
も
の
は
、
例
外

で
あ
る
。
二
は
供
給
者
個
人
の
金
融
欣
態
で
あ
る
。
他
の
條
件
一
様
た
り
と
す
れ
ば
、
資
金
の
鋏
乏
に
苦
し
む
で
ゐ
る

時
は
賣
急
ぎ
投
賣
を
辮
し
な
い
で
あ
ら
う
。
反
封
の
場
合
は
そ
の
反
到
で
あ
る
。
従
っ
て
金
融
朕
態
が
供
給
函
数
に
影

今
、
こ
れ
等
二
の
事
情
を
考
慮
の
外
に
置
く
。
か
i
る
前
提
の
下
に
於
い
て
祉
供
給
者
は
如
何
な
る
態
度
に
出
す
る
か
。

供
給
者
に
取
り
て
は
高
債
格
は
盆
々
可
た
り
で
あ
る
。
需
要
の
闘
係
を
離
れ
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
供
給
債
格
に
は
上
限

は
な
い
で
あ
ら
う
。
而
し
て
、
そ
の
下
限
を
描
く
も
の
は
何
で
あ
る
か
、
そ
れ
は
明
か
に
生
産
費
で
あ
る
。
勿
論
こ
の

下
限
と
て
も
絶
封
的
の
も
の
で
は
な
い
。
事
情
に
よ
り
て
は
此
の
下
限
を
供
給
債
格
の
く
ぐ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
然

れ
ど
も
、
か
く
て
は
供
給
者
は
損
失
を
蒙
る
こ
と
4

な
り
、
こ
の
現
象
は
持
績
的
の
も
の
と
は
考
へ
難
い
。
供
給
者
ー
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従
つ
て
、
全
部
費
用

Ka
は

乙
、
生
産
手
段
の
債
格
P
p
p
q
…

•
•
•
i
、
是
等
は
更
に
市
場
の
朕
況
即
ち
外
部
経
清
組
織
に
依
存
し
て
愛
化
す
る
。

（
二
）
生
南
数
鵞

(

=

i

)

外
部
経
清
組
織
の
函
敷
で
あ
る
。
然
れ
ど

＊
グ
リ
ジ
ア
ブ
ル

n
ン
テ
イ
テ
イ

も
、
自
由
競
手
の
下
に
あ
る
生
産
者
は
外
部
経
演
粗
織
に
到
し
て
は
無
視
し
得
る
量
で
あ
る
。

供

給

函

薮

論

定
す
る
）

(
-
）
内
部
親
演
組
織

に
就
い
て
見
れ
ば
、
そ
の
生
産
費
を
下
限
と
し
て
そ
れ
以
上
の
債
格
に
到
し
て
、
現
布
敷
錆
が
相
應
す
る
。
然
ら
ば
、

供
給
者
ー
に
於
け
る
生
廂
費
と
そ
の
数
麓
A
と
は
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
、
次
に
考
察
す
べ
き
問
団
で
あ
る
。

供
給
者
即
ち
生
森
者
［
が
生
産
物
(
A
)
の
A
議
を
生
産
す
る
た
め
に
、
生
産
手
段
(

P

)

（
Q
)
・・・・・

(
z
)
の
夫
々
の
益

p

q

,

 

a

a

 

P

Q

 

•••••• 

Z
を
必
要
と
す
る
。
而
し
て
、
そ
の
債
格
を
夫
々

p
p•••.•

• 
P
と
す
る
時
は
、

(
A
)
財
A
互果
を
生
産
す
る
に

而
し
て
、
此
の
費
用
の
線
額
は
次
の
三
に
依
存
し
て
愛
化
す
る
。

a

a

 

甲、

P
Q
:
・
・
:
N
の
載
、
こ
れ
等
は
更
に
（
イ
）
生
産
の
内
部
的
絹
織
（
こ
れ
は
技
術
的
條
件
続
滸
的
條
件
の
二
が
決

（
口
）
生
産
物
の
敷
量

K
a
=
=
p
p
P
a
・
+
p
q
Q
n
十

…

…

…

・
:
+
p
N
N
a

必
要
な
る
貨
幣
費
用
の
綿
額
は
次
式
に
よ
り
て
示
さ
れ
る
。
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し
、
生
産
物
に

(

1
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(
2ヽ
）

(

2

)

 

一
生
産
者
の
生
産
手
段
需
要
埜
は
社
會
的
需
要
渥
に
到
し
て
極
小
最
で
あ
る
が
故
に
、

産
者
は
外
部
続
渭
組
織
を
左
右
修
正
す
る
だ
け
の
力
を
持
た
な
い
。
従
つ
て
、
生
産
者
ー
に
闘
す
る
限
り
生
産
手
段
の

債
格
は
一
定
不
愛
と
見
て
差
支
な
い
。
次
に
生
産
の
内
部
組
織
は
（
イ
）
経
螢
能
力
（
口
）
虐
理
し
得
る
資
本
の
大
さ
に
依

存
す
る
。
若
し
凡
の
生
産
者
の
経
螢
能
力
が
同
一
で
あ
る
と
仮
定
す
る
た
ら
ば
、
生
産
の
内
部
的
組
織
は
資
本
の
大
さ

に
依
存
す
る
。
と
い
つ
て
も
、
資
本
の
大
さ
が
生
産
の
内
部
的
組
織
即
規
模
仕
掛
を
一
義
的
に
決
定
す
る
の
で
は
な
い
。

唯
、
規
模
仕
掛
の
大
さ
の
動
き
得
る
範
園
を
決
定
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
今
、
そ
の
中
の
一
が
選
ば
れ
た
と
す
る
。
然
ら

a

a

a

 

ば
、
全
部
費
用
K
は
生
産
手
段
の
敷
麓
P

Q...•.• 

Z
の
函
数
で
あ
る
。
是
等
は
更
に
生
産
の
技
術
的
條
件
並
に
経
滸
的

條
件
に
よ
iJ
て
定
ま
る
の
で
あ
る
が
、
暫
く
後
者
を
無
親
す
る
た
ら
ば
、
技
術
的
條
件
だ
け
が
決
定
す
る
。
か
4
る
條

件
の
下
に
於
い
て
は
全
部
費
用
K
は
生
森
数
謙
の
み
の
函
函
敷
で
あ
る
。

既
に
一
定
敷
韮
A
を
生
産
し
て
ゐ
る
時
、
更
に
少
量
dA
だ
け
添
加
す
る
た
め
に
必
要
な
る
全
部
費
用

Ka
に
添
加
さ
れ

る
費
用
を
限
界
費
用
と
云
ふ
な
ら
ば
、
限
界
費
用

m
は

m
1
1
d
K
a
1
1
(
p
p
B
P
a
+
p
q
a
Q
"
+
 
•••••• 

+
P
z
J
N
a
+
P
,
,
c
~
p
p
+
Q
"
D
p
q

十
…

•
•
2
ぶ
p
.
)
d
A

に
依
り
て
示
さ
れ
る
。
然
る
に
前
述
の
如
く
生
産
手
段
の
債
格
は
一
定
不
雙
で
あ
る
が
故
に
限
界
費
用
を
示
す
式
は

m11dK,.11(ppaP"+pqaQ"+••

…

·+Pz<1Z,.)dA 

闊
し
て
然
る
が
如
く
、
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z
 

ピ
p
p
P
,
.
1
1
3
a

p
 

と
た
る
。
而
し
て
、

IA
だ
け
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
る
生
産
手
段
(

P

)

（
Q
)
;•••• 

（
z)の
祉

為
aこ
文

Q.・・

・・・oNR 

を
生
廂
系
数
と
云
ふ
。
而
し
て
、

o
P
a
=
=
ap., 
o
Q
a
 ==aq・
・
・
・
包

N,.==az
に
て
表
は
す
。

生
亜
系
数
は
生
南
数
簸
A
の
凡
て
の
値
に
就
い
て
必
中
し
も
一
様
で
は
な
い
。

A
の
値
の
髪
化
に
つ
れ
て
雙
化
す
る

生
産
系
数
の
愛
化
の
様
相
を
一
一
ー
に
分
け
る
こ
と
が
出
来

5
(
-
）
A
1
1
0
に
於
い
て
一
定
値
を
持
つ
が

A
1
1
0
以
外
の

値
の
時
に
は
零
で
あ
る
も
の
、
之
等
を

ap,
aq,・・・ 
・・・,az,
に
て
表
は
す
。

a
p
、,
a
q
、,・・・・・・az
、9

に
て
表
は
す
。
（
三
）
A
の
凡
の
値
に
封
し
て
一
様
な
ら
ざ
る
も
の
、
之
を

あ
る
も
の
、
之
等
を

a
p
‘
、

"
a
q
‘

、
,
·
-
-
·
•
•
a
z
‘

、

9
に
て
表
は
す
。
是
等

1二
稲
3
生
産
系
数
に
腸
す
る
生
産
手
段
の
種
類
は
必
す
し
も
皆
別
種
の
も
の

で
は
な
い
。
同
一
種
類
の
手
段
に
し
て
二
又
は
三
種
の
生
産
系
数
に
属
す
る
も
の
が
あ
る
。

全
部
費
用

Ka
は
又
是
等
三
種
の
生
産
系
数
に
よ
り
て
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち

『
a
p
+
い
●
p
p
、『
a
p
、

十

誓

‘
[
P
P
‘
、)
d
A

0

p

、

C

P

r

、

‘

K
a
1
1

（ど
p

p
 

11
上
p
p
P
a
+
A
ピ
P
P
、a
p
、
十
ピ
PP‘
、一

a
p
"
d
A

p
 

p

'

1

!
'

0

 

供

紛

面

敢

論

と
す
る
な
ら
ば
、

釦

二

巻

四

二

嬢
1

一
蹴

言

（
二
）

A
1
1
0
以
外
の
値
に
於
い
て
常
敷
で

3) Amoroso. La curva statica di offerta, Giornale degli. economisti e 
Rivista di statistica !930, Genuais, p. 2 

4) Pareto, Manne! d1economie Politique 1927 p.607. 
5) Pareto, Cours d1 economie politique II p. 83. Schultz, H. Marginal 

productivity and Generel pricing process, The Journal of political Eco-
nomy vol. 37. Octover I 929. Peiser. H. Der Einfluss des Beschiift-
igungsgrades auf die industrielle Kostenentwicklnng, 1924 S. 4. 



供

給

函

数

論

比
例
的
可
愛
費
用
を
更
に

一
又
は
数
多
の
増
加
又
は
減
少 ロ

方
程
式
③
の
右
邊
第
一
項
を
不
雙
費
用
、
第
二
項
を
比
例
的
可
愛
費
用
、
第
三
項
を
不
比
例
的
可
愛
費
用
と
云
ふ
。
不

d
e
g
r
e
s
s
i
v
e
 
K
o
s
t
e
n

と

p
r
o
g
r
e
s
s
i
v
e
K
o
s
t
e
n

と
に
心
バ
け
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
細
岬

別
は
餘
り
有
益
で
は
な
い
と
思
ふ
。
是
等
一
二
種
の
生
産
系
敷
に
就
い
て
見
る
。
第
一
種
及
第
二
種
は
生
産
方
法
そ
の
も

の
が
決
定
さ
れ
る
な
ら
ば
一
義
的
に
決
定
さ
れ
る
。
併
し
な
が
ら
、
第
一
＿
一
種
は
さ
う
で
は
な
い
。
第
一
＿
一
種
の
一
又
は
数

多
は
全
然
別
種
の
他
の
一
又
は
数
多
と
取
替
へ
ら
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
更
に
、

が
他
の
一
叉
は
数
多
の
減
少
又
は
増
加
に
よ
り
て
補
償
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

3

生
産
方
法
は
使
用
さ
れ
る
生
産

手
段
の
代
替
闘
係
及
生
産
系
敷
の
補
償
闘
係
の
動
き
得
る
範
園
を
決
定
す
る
。
然
れ
ど
も
、

如
何
な
る
生
産
手
段
の
組
合
せ
が
、
而
し
て
如
何
な
る
生
産
系
敷
が
選
ま
れ
る
か
は
、
生
産
方
法
の
決
定
の
み
で
は

決
定
さ
れ
な
い
、
更
に
生
産
方
法
以
外
の
経
清
的
條
件
が
加
は
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
複
雑
な
る
闘
係
を
簡
箪
に
補
捉
す
る

た
め
、
生
産
手
段
の
代
替
闘
係
も
、
生
産
系
数
の
補
償
闘
係
も
決
定
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
、
第
一
―
―

稲
の
生
産
系
数
は
生
産
敷
董
A
の
み
の
一
憤
函
数
で
あ
る
と
仮
定
し
て
論
を
進
め
る
。

K
a
1
1
r
a
+
Aい
'
p
p
、ap‘
十
上
pp‘
、一

ap‘
、
d

p

'

p

、、

0

嘩
1

一

巻

四

こ
れ
等
の
範
域
の
中
よ
り
、

第

二

蹴

(

3

)

 

6) Barone, E. Principii di economia Politica, 1929 p. 8. 
Gumdzi.ige der theoretischen Nationalokonomie 1927 S. 22-23 

7) Peiser, H. ditto s. 4. 
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d
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d
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A
 

A2 

a
 

一
定
敷
最
A
に
相
應
す
る
と
こ
ろ
の
全
部
費
用

Ka
を
A
に
て
除
せ
る
商
が
平
均
費
用

U

で
あ
る
。
之
は
次
式
に
依
り
て
示
さ
れ
る
。

u
1
1ャ
1
1
i
す
よ
p
p
'
a
p
、
心PP
‘、
十
[
~

a
p
"
d
A
)
 

少
＋
叫
p
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、a
p
、

十

十

誓

‘
J
:
a
p
"
d
A

第

二

巻

第

二

賊
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5
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平
均
費
用
U

は
生
産
数
董
が
焚
化
す
る
と
共
に
愛
化
す
る
。
盆
し
、

Ka
は
A
と
共
に
且
つ
異
り
た
る
愛
化
率
を
以
つ

て
愛
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
圏
表
的
に
表
現
す
る
た
ら
ば
、
平
均
費
用
U

の
軌
跡
即
ち
平
均
費
用
曲
線
は
、
方
程
式
④

の
右
邊
に
依
り
て
明
た
る
如
く
、
三
の
曲
線
K
依
り
て
合
成
さ
れ
て
ゐ
る
。
方
程
式
伯
の
右
邊
第
一
項
は
漸
近
線
を
示

し
、
第
二
項
は
横
軸
に
並
行
す
る
直
線
を
表
し
、
第
一
＝
項
は
不
規
則
な
る
曲
線
を
描
く
。
而
し
て
、
平
均
費
用
曲
線

の
姿
は
、
そ
の
方
向
系
数
即
ち
方
程
式
④
の
A
に
闘
す
る
微
分
系
敷
を
求
む
る
こ
と
に
よ
り
て
推
知
す
る
こ
と
が
出
来

供

給

函

薮

論

全
部
費
用
函
数

Ka
に
於
い
て
、

四

四
―

―――

： (

4

)
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れ
る
。 限

界
費
用
は
既
に
違
へ
た
る
如
く
、
全
部
費
用
函
藪

Ka
の
微
分
で
あ
る
。
即
ち
方
程
式
③
よ
り
次
式
に
依
り
て
示
さ

供

給

函

藪

論 五

第

二

巻

四

一

五

算

二

撃

「
最
初
は
平
均
費
用
U

は
A
の
増
加
と
共
に
減
少
す
る

な
る
闊
係
が
成
立
す
る
限
り
、
方
程
式
⑥
は
負
数
で
あ
る
。
依
つ
て
、

平
均
費
用
曲
線
は
右
下
り
で
あ
る
。

一叶
T
ir

_

v

元

（

ず

、

、
a
p
"

ー芯
[
p
p
、

'ra
p
"
d
A
)
 

な
る
闘
係
が
成
立
す
る
限
り
、
平
均
費
用
曲
線
は
右
上
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
平
均
費
用
曲
線
の
形
態
は
、
勿
論
企
業

毎
に
異
る
こ
と
は
明
で
あ
る
が
、
共
通
の
次
の
性
質
を
持
つ
。

が
、
あ
る
貼
よ
り
増
加
の
傾
向
を
取
る
」

此
の
闊
係
は
所
謂
大
撮
生
産
の
法
則
と
云
は
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
4
表
示
で
あ
っ
て
、
農
業
で
あ
る
と
工
業
で
あ
る

と
の
罷
別
な
く
、
費
用
が
前
述
の
三
種
あ
る
ひ
は
少
く
と
も
、
不
轡
費
用
と
可
菱
費
用
と
の
二
よ
り
な
る
限
り
妥
嘗
す

る
。
不
雙
費
用
が
可
雙
費
用
よ
り
も
比
較
的
に
大
な
る
企
業
に
於
い
て
は
．
平
均
費
用
曲
線
の
右
下
り
よ
り
右
上
り
に

轄
向
す
る
貼
は
、
割
合
に
遁
＜
到
逹
す
る
。
そ
れ
に
反
す
る
場
合
は
、
割
合
に
早
く
到
逹
す
る
。
大
謄
に
於
い
て
、

業
は
前
者
に
、
農
業
は
後
者
に
局
す
る
と
考
ふ
る
こ
と
が
出
来
る
。

工
ニ
ニ
五

(

8

)
 

9) Amoroso, ditto. p. 3. 
10) Bucher Entstehung der Wirtscheft II s. 101ー 103

高田保馬博士、鯉浣學新講第一巻二百八十一頁
I J) Amaroso, ditto p. 3-4 
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函
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m
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d
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a
1
1
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レ
'pp
、a
p
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レ
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p
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p
"
J
d
A
 

限
界
費
用

m
は
A
の
雙
化
と
共
に
愛
化
す
る
こ
と
は
明
で
あ
る
。
蓋
し
、
第
一二
種
の
生
産
系
敷
が
焚
化
す
る
か
ら
。

の
軌
跡
が
限
界
費
用
曲
線
で
あ
る
。
此
の
曲
線
の
性
質
は
そ
の
方
向
系
敷
即
ち
限
界
費
用
函
藪
⑨
の
徴
分
系
数

(

l

o

)
 

d
 

I

t
'
p
p
"
a
p
"
・
 •••••••

•••
• 

d
 

d

‘
 

dA 

ー

1
m
1
1
|

(上
'pp
、a
p
、
立
'
p
p
"
ap‘
、}ll

d
A
 

d
A
 

に
よ
り
て
推
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
方
程
式
(
1
0
)

が
常
に
正
で
あ
る
な
ら
ば
、
換
言
す
れ
ば
不
比
例
的
可
愛
費

用
が
箪
純
増
加
す
る
な
ら
ば
、
限
異
費
用
曲
線
は
右
上
り
で
あ
る
。
方
程
式
(
1
0
)

が
常
に
負
で
あ
る
た
ら
ば
、
右
下
り
で

あ
る
。
（
此
の
場
合
は
現
質
に
は
殆
ん
ど
起
ら
な
い
）
。
方
程
式
(
1
0
)

が
正
負
を
持
つ
な
ら
ば
、

正
で
あ
る
間
は
右
上
り
、

負
で
あ
る
間
は
右
下
り
で
あ
る
。
方
程
式
(
1
0
)

が
零
で
あ
る
獣
に
於
い
て
、
限
界
費
用
仙
線
は
そ
の
方
向
を
轄
す
る
。

而
し
て
、
極
大
極
小
の
法
則
に
従
ひ
て
、
此
の
黙
に
於
い
て
限
界
費
用
は
最
小
と
な
る
。

よ
し
、
方
程
式
(
1
0
)

を
零

と
ず
る
A
の
値
が
複
敷
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
中
よ
り
最
小
の
限
界
費
用
を
決
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
容
易
で
あ
る
。

既
に
述
べ
る
如
く
、
平
均
費
用
曲
線
は
そ
の
性
質
上
、
最
初
右
下
り
に
し
て
、

一
定
貼
に
於
い
て
右
上
り
に
轄
向
す

る
。
而
し
て
、
此
の
韓
向
黙
は
極
大
極
小
の
法
則
に
従
つ
て
、
平
均
費
用
曲
線
の
方
向
系
数
即
方
程
式
仰
を
零
と
す
る

第
二
巻
四
一
六

第
二
輩

(

9

)

 m 

二
二
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供

給

函

敦

論

と
な
る
。
雨
邊
に
上
'
p
p
、
a
p
、
を
加
へ
る
と
、

A
 

、
、
一
、
、
臣
1
1
ビ
p
p
"
ap‘‘ 

1
 

1
 

1
|
r
a
+
|

p
p
 

a
p
 

A
 

A

。

方
程
式
(
1
1
)

を
見
る
。
そ
れ
を
愛
形
す
る
と

用
の
み
に
よ
り
て
生
産
が
螢
ま
れ
る
場
合
だ
け
は
例
外
で
あ
る
。

第

二

巻

四

一

七

1
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|

い
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p
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a
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、
ー
ニ
与
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(
a
p
"
d
A
11
0

d

u

1

1
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ー
ー
屯
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、
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"
p
p
"
一
a
p
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d
A
ー
l
|
ー
ト

P
P

a
p
 

l
 咄

，月a
+
k
t
O
ト

。

-
A

第

二

彼

を
滴
足
す
る
と
こ
ろ
の
黙
で
あ
る
。
こ
の
黙
に
於
て
平
均
費
用
は
最
小
と
な
る
。
こ
の
貼
を
企
業
の
最
能
限
黙
(
a
p
t
i
,
．

2
 

m
u
m
 p
o
i
n
t
)
と
呼
ぶ
。
ア
モ
ロ
オ
ソ
の
p
u
n
t
o
critico 
o. 
di 
f
u
g
a
 
della 
data 
i
m
p
e
r
s
a
と
呼
ぷ
も
の
、
マ
ア
シ

3
 

ャ
ル
の
m
日
g
i
n
of 
p
r
o
f
i
t
a
b
l
e
n
e
s
s
と
呼
ぶ
も
の
も
亦
之
に
あ
た
る
と
思
ふ
c

限
界
費
用
を
最
小
な
ら
し
む
る
黙
は
方
程
式
(10)
を
零
と
す
る
貼
で
あ
る
に
反
し
て
、
平
均
費
用
を
最
小
な
ら
し
む

る
黙
は
方
程
式
(
1
1
)

を
満
す
黙
で
あ
る
。
従
っ
て
、
雨
者
は
原
理
的
に
一
致
し
な
い
。
唯
、
不
愛
費
用
が
な
く
可
雙
費

ニ
ニ
七

(

1

-
）
 

12) Amaroso, ditto p. 5 
13) Marshall, frinciples of Economics 1922 p. 350 
14) Pigou. Law of decreasing and increasing cost. Economic Journat 

Bd. xxxvn p. 193. 
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供

給

函

敷

論

与

p
a
p
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p
p
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a
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、
＋
ー
ド
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a
p
"
d
A
1
1
し
'pp
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十
ピ
p
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A
 

0
 

ニ
ニ
八

と
な
る
。
方
程
式
(12)
の
右
邊
は
限
界
費
用
曲
線
を
表
は
す
と
こ
ろ
の
方
程
式
⑨
の
右
邊
に
等
し
い
。
そ
の
左
邊
は
平

均
費
用
曲
線
を
示
す
と
こ
ろ
の
方
程
式
④
の
右
邊
に
等
し
い
。
依
つ
て
、
次
の
軍
要
な
る
闘
係
が
成
立
す
る
。

平
均
費
用
曲
線
が
限
界
費
用
曲
線
と
、
交
る
と
こ
ろ
が
最
能
限
貼
で
あ
っ
て
、
こ
の
黙
に
於
い
て
、
平
均
費
用
が
最

小
と
な
な
。

最
能
限
黙
の
左
方
に
於
い
て
は
、
限
界
費
用
曲
線
は
平
均
費
用
曲
線
の
下
に
あ
る
。
そ
の
右
方
に
於
い
て
は
逆
と
な

る。
最
能
限
黙
の
左
方
に
就
い
て
見
る
。
限
界
費
用
と
は
既
に
述
べ
た
る
如
く
、

A
最
を
生
産
し
て
ゐ
る
上
に
尚
iA
捷
を

添
加
す
る
場
合
に
於
け
る
、
全
部
我
用
の
増
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、
数
量
A
の
菱
化
に
獨
立
た
る
不
菱
費
用
の
一
個
宛

の
割
常
額
を
含
む
で
ゐ
な
い
。
他
方
、
平
均
費
用
は
A
載
の
全
部
費
用
を
A
を
以
て
除
し
た
る
商
で
あ
る
。
然
る
に
、

最
能
限
黙
の
左
方
に
於
い
て
は
限
界
費
用
は
平
均
費
用
よ
り
も
小
で
あ
る
。
従
っ
て
、
限
界
費
用
を
供
給
債
格
の
下
限

第

二

巻

四

一

八

第

二

蹴

(
1
2
)
 

15) Amsroso, ditto p. 5. Pigou, An analysis of Supply, Economic 
Journal Bd. 33 p. 244-5. Economics of Welfare. 1929 p. 792. 
Schultz, ditto. p. 523 . 

.l 6) Amoroso, ditto p. 5-6 Schultz, ditto p. 534, 



第
1

一
巻
四
一
九

と
ず
る
た
ら
ば
明
に
損
失
を
蒙
る
。
蓋
し
、
賣
上
線
額
を

Ma
と
す
る
な
ら
ば
)

第

二

輩

で
あ
る
か
ら
。
従
つ
て
供
給
債
格
の
下
限
を
決
定
す
る
も
の
は
限
界
費
用
で
は
あ
り
得
た
い
。
然
る
に
、
平
均
費
用
に

て
供
給
す
る
た
ら
ば
、
損
失
も
利
盆
も
な
い
。
盗
し
、

で
あ
る
か
ら
。
従
つ
て
、
供
給
債
格
の
下
限
を
描
く
も
の
は
牧
支
を
正
に
償
ふ
と
こ
ろ
の
平
均
費
用
で
あ
る
。
依
つ
て
、

供
給
曲
線
を
決
定
す
る
も
の
は
平
均
費
用
曲
線
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
然
る
に
、
他
方
、
祉
會
的
需
要
曲
線
は
全

線
を
通
じ
て
右
下
り
で
あ
る
が
、
平
均
費
用
曲
線
の
最
初
の
部
分
即
右
下
り
の
部
分
と
の
間
に
次
の
闘
係
が
生
す
る
。

即
ち
、
平
均
費
用
曲
線
の
傾
斜
は
社
會
的
需
要
曲
線
の
そ
れ
よ
り
も
急
で
あ
る
か
ら
、
雨
者
が
一
度
交
る
こ
と
あ
b

と
し
て
も
、
そ
の
交
黙
は
所
謂
不
安
定
均
衝
黙

unstable

e
q
u
i
l
i
b
r
i
u
m
 
point

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
黙
に
止
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
自
由
競
争
は
供
給
者
を
し
て
更
に
牛
産
の
敷
量
を
大
に
し
て
、
生
廂
費
を
低
廉
な
ら
し
む
る
で
あ
ら
う
。

か
く
し
て
、
生
産
費
の
最
低
な
る
黙
即
ち
最
能
限
黙
ま
で
生
産
敷
量
を
増
大
せ
し
め
す
ば
止
ま
な
い
。
然
る
が
故
に
、

最
能
限
貼
の
左
方
に
於
い
て
は
平
均
費
用
曲
線
が
供
給
曲
線
を
決
定
す
る
如
く
思
は
れ
る
が
、
そ
れ
は
潜
在
的
の
も

の
で
あ
っ
て
、
供
給
者
に
は
直
接
に
そ
の
腰
を
決
定
す
る
役
目
を
な
さ
な
い
。

供

給

函

薮

論

u
x
A
1
1
M
,
¥
1
1
K
a
 

m
X
A
1
1
I
V
I
a
八

K
a

ニ
ニ
九

17) Amoroso, ditto p. 5. Pigou, Analysis. p. 243. 
18) Pigou, The Economics of welfare. 1929 p. 792-3 
19) Schultz. ditto q. 534. 
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1
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1
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u"wnl 

ニ――
1
0

銑
に
述
べ
た
る
如
く
、
最
能
限
黙
に
於
い
て
、
限
界
用
と
平
均
費
用
と
が
一
致
す
る
。
即
ち
次
の
闘
係
が
あ
る
。

従
つ
て
、
最
能
限
黙
に
於
い
て
は
限
界
費
用
を
以
つ
て
す
る
供
給
は
正
に
牧
支
俯
は
し
む
る
。
故
に
、

此
の
獣
に
於

い
て
は
限
界
費
用
が
供
給
債
格
の
下
限
を
た
す
。
さ
れ
ば
、
均
衡
債
格
よ
り
も
此
の
限
界
費
用
が
大
な
る
生
産
者
は
競

争
場
裡
か
ら
排
除
せ
ら
れ
る
は
明
で
あ
る
。
こ
の
事
柄
を
別
に
し
て
考
へ
る
．
供
給
者
ー
に
於
い
て
は
、
そ
の
最
能
限

貼
が
供
給
曲
線
の
始
疲
黙
と
な
る
。
そ
の
黙
に
於
け
る
敷
簸
を

Ao
限
界
費
用

mo
を
に
て
表
は
す
。

最
能
限
黙
の
右
方
に
就
い
て
見
る
に
、
方
程
式
⑧
よ
り
明
な
る
如
く
、

u
ハ
m
で
あ
る
。
従
っ
て
、

な
る
闊
係
が
成
立
す
る
。
即
ち
平
均
費
用
に
於
い
て
す
る
供
給
は
牧
支
正
に
相
償
は
し
む
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
限
界
費
用

に
於
い
て
す
る
供
給
に
あ
り
て
は
、
餘
剰
を
生
む

J

而
し
て
、
均
衡
債
格
よ
り
も
小
な
る

me
を
有
す
る
生
産
者
は
後
者

が
前
者
に
等
し
く
な
る
ま
で
生
奔
敷
椛
を
増
大
す
る
事
に
よ
り
て
、
餘
剰
を
最
大
と
す
る
事
が
出
来
る
。
故
に
、
自
由
競

争
に
於
い
て
、
生
産
者
が
攻
激
的
態
度
に
出
す
し
て
典
へ
ら
れ
た
る
朕
況
を
最
も
有
利
に
利
用
せ
ん
と
す
る
態
度
に
出

供

給

函

敷

論

第

二

巻

四

1
1
0

第

1一
賊



第

二

巻

四

第

二

喩

た
る
闘
係
が
あ
る
と
す
る
な
ら

す
る
限
り
、
限
界
費
用
が
供
給
憤
格
の
下
限
を
決
定
す
る
。
従
っ
て
、
個
人
的
供
給
曲
線
は
限
界
費
用
曲
線
が
決
定
す
る
。

今
ま
で
個
人
的
供
給
曲
線
に
就
い
て
考
察
し
た
。
次
に
は
計
會
的
供
給
曲
線
を
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
現

質
の
祉
會
に
は
(

A

)

財
の
無
敷
の
供
給
者
が
あ
る
。
而
し
て
、
夫
等
供
給
者
の
採
用
す
る
生
産
方
法
に
は
極
め
て
大
な

る
差
異
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
夫
等
大
小
多
様
の
供
給
者
I
I
I
…

.

.
 

n
が
前
述
せ
し
供
給
者
1
と
同
様
の
條
件
の
下
に
於

い
て
生
産
す
る
と
仮
定
す
る
。
然
ら
ば
、
彼
等
供
給
者
は
各
自
の
條
件
に
於
い
て
最
能
限
駆
、
之
に
相
應
す
る
と
こ
ろ

の
限
界
費
用
mO
、
数
祉

AO
を
決
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
而
し
て
、
供
給
者
I
I
I••••.• 

n
に
於
い
て
、
夫
等
を
夫
々

ffio1, 
ffiu29 .. 
,・・・ffi
ぎ

Aor,
Ao2,・・・ 
・
 
"
A
o
n
に
て
表
は
し
ffio1
>
 ffio2 >
 
• • • • • • 
>
 ffion 

ば、

m
o
1
以
下
の
債
格

Pa
に
て
は
供
給
は
皆
無
で
あ
る
。
憤
格
勝
貴
し
て

m
o
r
と
等
し
く
た
れ
ば
、
供
給
者
I
が

Ao1

だ
け
を
供
給
す
る
。
而
し
て
、

m
o
t
よ
り
も
大
に
し
て

m
o
2

よ
り
も
小
な
る
憤
格
に
於
い
て
は
、
供
給
者
I
は
そ
の

限
界
費
用
が
此
の
憤
格
に
等
し
く
な
る
ま
で
供
給
敷
祉
を
増
加
す
る
。
更
に
憤
格
膀
貴
し
て

一
方
供
給
者
I
は
そ
の
限
界
費
用
が
此
の
憤
格
と
等
し
く
な
る
ま
で
供
給
敷
最
を
増
加
す
る
と
共
に
、
他
方
、
供
給
者

II
が

A
0
9
を
供
給
し
得
る
。
更
に
憤
格
騰
貴
す
れ
ば
、

1
1
1
が
そ
の
各
の
限
界
費
用
が
此
の
債
格
と
等
し
く
な
る
ま

供

給

函

数

論 七

m
o
2

と
等
し
く
な
れ
ば
、三

20) Amoroso, ditto p. 5. Pigou, Analysis, p. 243. 
Schultz, dit'tll>. p. 534..  
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明
が
加
へ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

一
時
貼
tl
に
於
け
る
祉
會
的
供
給
曲
線
の
始
褻
黙
に
位
す
る
供
給
者
も
、
異
り
た
る
む

時
幽
に
於
い
て
は
一
暦
有
利
な
る
供
給
者
に
依
り
て
凌
駕
さ
れ
る
か
又
は
自
ら
の
生
産
方
法
に
改
良
を
加
へ
る
が
故
に
、

む
時
貼
に
於
け
る
供
給
曲
線
の
始
殺
勘
は
縦
軸
は
小
と
な
り
横
軸
は
大
と
な
る
。
各
順
位
の
供
給
者
に
就
い
て
、
同
様
の

圏 第

す
る
な
ら
ば
か
う
た
る
。
時
の
経
過
と
共
に
生
産
方
法
に
改
良
疲

給
債
格
と
供
給
敷
鵞
と
の
闘
係
を
桧
す
る
を
以
つ
て
、
債
格
理
論

に
は
十
分
で
あ
る
。
強
ひ
て
、
異
時
に
於
け
る
供
給
函
敷
を
比
較

に
長
期
短
期
の
寓
別
は
な
い
。
典
へ
ら
れ
た
る
時
貼
に
於
け
る
供

な
が
ら
、
こ
の
隈
分
は
無
用
で
あ
る
と
思
ふ
。
蓋
し
、
供
給
函
敷

敷
が
長
期
の
も
の
と
短
期
の
も
の
と
に
分
け
ら
れ
て
ゐ
る
＂

然
し

第
一
圏
の
如
し
。

マ
ア
シ
ャ
ル
、

で
供
給
敷
董
を
増
加
す
る
。
か
く
の
如
く
し
て
、
慣
格
の
騰
貴
と
共
に
、

一
方
既
に
供
給
に
参
加
し
て
ゐ
る
者
が

P
a
1
1

第

二

巻

四
ニ
ニ

給
曲
線
は
個
人
的
供
給
曲
線
の
合
成
で
あ
る
。

第

二

撃

三

m
と
な
る
ま
で
供
給
敷
祉
を
増
加
す
る
と
共
に
、
他
方
今
ま
で
は

PaAm。
た
11
し
が
故
に
参
加
し
得
な
か
っ
た
者

と
な
り
て
供
給
の
範
園
に
入
り
来
る
。
か
く
し
て
社
會
的
供
給
曲
線
が
決
定
さ
れ
る
。
此
の
計
會
的
供

之
を
閾
示
す
れ
ば
、

ピ
グ
ウ
に
あ
り
て
は
、
供
給
函

21) Schultz, ditto p. 535. 高田保馬博士＂糎浣學新講第二巻二十一頁
Scdneider,. E. Zur Interpretation von Kostenkurve, Archiv f, Soz-
ialwissnschaf t u. Sozialpolitik Bd. 65 Heft 12. s 277ー278.
Bowley, Mathematical Groundwork of Economics p.36 



f(ap‘、,
aq‘、
9

海
‘
、
)
1
1
0

で
あ
る
が
、

第

二

巻

一
定
敷
祉
A
を
生
産
す
る
に
必
要
た
る
全
部
費
用
は

A. 

K
a
1
1
r
a
+
A上
'
p
p
、
a
p
、
十
一
(
p
p
"
a
p
‘
、
+
p
q
"
a
q
‘
、
十
：
・
：
・
+
P
N
"
a
z
"
)
d
A

第

二

輩

(
1
4
)
 

む
時
貼
に
於
け
る
祉
會
的
供
給
曲
線
は
t
l
時
黙
に
於
け
る
も
の
よ
り
も
傾
斜
が
緩
で
あ
る
。

今
ま
で
、
（
一
）
生
産
方
法
の
確
定
、
（
二
）
代
替
闘
係
及
補
償
闘
係
が
全
く
た
き
こ
と
、
（
三
）
一
切
の
生
産
手
段
の
債

格
は
一
定
不
愛
と
云
ふ
＿
二
條
件
の
下
に
論
歩
を
進
め
て
来
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
何
れ
の
條
件
も
皆
現
賓
よ
り
遠

き
も
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
是
等
の
前
提
を
漸
次
に
除
去
し
て
考
察
を
進
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

再
び
供
給
者
一
個
人
を
考
察
の
到
象
と
し
て
論
を
進
め
る
。
先
づ
第
一
一
の
前
提
を
除
去
す
る
。
生
産
物
の
一
定
敷
麓

A
を
生
＊
加
す
る
た
め
に
、
第
一
＿
一
種
の
生
産
系
敷
に
恥
す
る
も
の
の
一
又
は
敷
多
の
埒
加
又
は
減
少
が
他
の
一
又
は
数
多

ap‘、'aq",.
・・・・

J
a
z
‘
、
が
互
に
補
償
の
闘
係
に
立
つ
と
い
ふ
こ
と
は
次
式
に
よ
り
て
示
さ
れ
る
。

生
産
系
敷
a
p
"
,
aq‘、
9

.

.

.

.

 

；
a
z
‘
、
を
愛
化
す
る
時
、

A
の
全
部
費
用
の
愛
化
は
方
程
式
(13)
よ
り
、

供

給

函

薮

論

の
減
少
叉
は
培
加
に
依
り
て
補
償
さ
れ
る
。

八

こ
と
が
表
は
れ
る
が
故
に
、

四ニ―――

>
(
1
3
)
 

22) Amoroso, Le equazioni differentiale della dinamica economica, 
Giornale degli economisti e Rivista di statistica 1929. p, 73 
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、
十
：
・
・
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P
N
ぷ
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)
d
A

に
依
り
て
示
さ
れ
る

3

第
三
種
の
生
産
系
数
を
決
定
す
る
た
め
の
條
件
は
、
生
産
物

一
定
数
祉
A
の
全
部
費
用
を
極
小

た
ら
し
む
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
方
程
式
(15)
が
零
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

A
 

0
1
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C
a
a
p
"
+
F
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、
e
o
a
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、
+
…
・
・
・
p
N
姦
a
z
"
)

然
る
に
互
に
補
償
闘
係
に
立
つ

r
個
の
生
産
系
敷
a
q
、
f
:
;
：
a
q
‘
‘
:
・
:
．az‘、

中
の
一
例
へ
ば
a
p
‘
、
は
他
の
凡
て
の
獨
立
愛
数

ヽヽ

+
p
q
‘
、
1
1
0

‘、
cl
a
pヽヽ

c
a
q
 

P
P
 

ヽヽ
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f
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+
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c
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p
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二
三
四

を
結
ぶ
方
程
式
(

1

4

)

に
於
い
て
、
そ
の

の
函
敷
と
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
で
、
方

g
 

程
式
(
1
6
)

は
次
の
(

r
ー

1
)

個
の
方
程
式
を
含
む
こ
と
が
證
明
さ
れ
る
。

こ
れ
等

(
r
|
1
)

個
の
方
秤
式
に
(

1

4

)

を
加
へ
る
と

r個
と
な
る
が
故
に
、
未
知
敷
の

r個
の
生
産
系
数
の
値
を
決
定

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
既
に
述
べ
た
る
如
く
、
生
亜
系
数
は
生
産
敷
撮
A
に
依
り
て
礎
化
す
る
。
而
し
て
、

第

二

巻

四

二

四

互
に
補
償

第

二

絨

(

1

7
)
 

(
1
6
)
 

(

l

5

)

 

23) Pareto, Manuel. p. 633-34 Schultz, ditto p. 527. 



之
を
幾
何
學
的
に
設
明
す
る

J

れ
る
。

補
償
の
仕
方
は
A
の
値
に
よ
り
て
異
る
は
づ
で
あ
る
，

(14)
に
は
敷
猜
A
を
P
a
r
a
m
e
t
e
r

と
し
て
挿
入
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ら
う
。

も
し
、
代
替
の
闊
係
に
立
つ
手
段
が
あ
る
た
ら
ば
、

成
立
す
る
。
従
っ
て
、

四
二
五

第

二

鰊

そ
れ
等
の
一
組
合
せ
に
就
い
て
、
方
程
式

(m
)（14)
が
一
組
宛

牛
森
手
段
の
組
合
せ
が
幾
何
あ
る
と
も
、
生
森
系
藪
を
決
定
す
る
に
必
要
に
し
て
十
分
な
る
條

一
生
術
方
法
に
於
い
て
、
共
の
生
荏
敷
椛
A
の
値
を
稲
々
に
瑳
化
す
る
に
つ
れ
て
．
そ
の
各
の
値
に
應
じ
て
、
前
述

の
條
件
が
輿
へ
ら
れ
、
そ
れ
に
依
り
て
各
の
数
埜
の
全
部
費
用
を
極
小
な
ら
し
む
る
と
こ
ろ
の
生
産
系
数
が
決
定
せ
ら

一
定
敷
筵
A

を
生
産
す
る
に
必
要
な
る
第
一
—i種
生
産
系
敷
が
多
様
性
を
有
す
る
こ
と

は
、
A
に
於
け
る
限
界
費
用
が
多
憤
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
限
界
費
用
曲
線
、
延
ひ
て
は
平
均
費
用
曲

線
は
、
も
は
や
曲
線
で
は
な
く
て
一
定
の
幅
員
を
持
つ
と
こ
ろ
の
曲
帯
と
な
る
。
前
述
の
方
程
式
(16)
（
17)
の
條
件
を

満
す
と
こ
ろ
の
生
産
系
数
に
よ
る
限
界
費
用
の
収
跡
は
、

敷
の
中
よ
り
此
の
下
限
曲
線
を
描
く
と
と
ろ
の
生
産
系
敷
を
選
ぶ
。
此
の
限
界
費
用
下
限
曲
線
と
平
均
費
用
曲
帯
の
下

限
曲
線
と
の
交
黙
が
、
平
均
費
用
を
最
小
と
す
る
最
能
限
貼
で
あ
る
。
此
の
最
能
限
貼
に
就
き
て
前
述
（
六
）
の
闘
係
が

供

給

函

論

薮

件
が
典
へ
ら
れ
る
。

の
闊
係
に
立
つ
と
こ
ろ
の
生
産
系
敷
も
、

こ
の
曲
帯
の
下
限
曲
線
で
あ
る
。
供
給
者
は
多
様
の
生
産
系

•
第
二
巻

従
つ
て
、

二
三
五

方
程
式



九

供

給

函

徽

論

•
第
二
巻

あ
て
は
ま
る
。

ワ
ラ
ス
に
あ
り
て
は
、
(
-
)
凡
て
の
生
産
系
数
が
補
償
闘
係
に
立
ち
、

(
r
-
）
方
程
式
(14)
に
相
應
す
る
と
こ
ろ
の
方

程
式
を
生
産
敷
輩
に
無
臨
係
な
る
も
の
、
而
し
て
、
方
程
式

(13
マ
と

(14)
と
が
同
一
闘
係
の
表
現
で
あ
る
(
=
-
）
方

程
式
(
1
4
)
に
相
應
す
る
と
こ
ろ
の
方
程
式
がP
Q
…

•
•
•
Zに
関
す
る
一
次
の
H
o
m
o
g
e
n
e
o
u
s

f
u
n
c
t
i
o
n
で
あ
る
と

考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
是
等
の
仮
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
限
界
生
産
力
説
は
是
認
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
限
界
生
産
力

説
に
酎
し
て
、
ワ
ラ
ス
と
同
様
の
見
解
は
デ
イ
ビ
ジ
ャ
に
見
出
さ
れ
る
。
然
る
に
、
夫
等
の
仮
定
は
悉
く
是
認
さ
る
べ

5
 

き
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
限
界
生
産
力
も
亦
是
認
さ
れ
る
こ
と
は
出
来
た
い

C

今
此
の
黙
に
深
く
立
入
る
紙
面
を
持
た

た
い
。
機
を
更
め
て
論
じ
た
い
。

孵
態
に
於
い
て
は
生
産
方
法
は
所
典
の
條
件
で
あ
る
。
と
い
ふ
意
味
は
各
生
産
者
に
於
け
る
生
産
方
法
が
唯
一
に
し

て
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
現
存
す
る
生
産
方
法
の
外
に
新
な
る
も
の
が
褻
明
褻
見
せ
ら
れ
ざ
る
こ

と
を
意
味
す
る
に
外
た
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
、
各
供
給
者
は
現
存
す
る
敷
多
の
生
産
方
法
の
中
よ
り
あ
る
も
の
を
選
ば
ね
ば

な
ら
ぬ
。
従
つ
て
、
生
産
方
法
は
如
何
に
し
て
決
定
せ
ら
れ
る
か
が
最
後
に
考
察
す
べ
き
問
題
で
あ
る
e

既
に
述
べ
た

四
二
六

第

二

鰊

二
三
六

24) Leon W alras，瞑mentsd1 economie politique, 
25) Wilson, Advanad calculus. p. 107 
26) Pareto, Cours d'economie Politique, II. p. 84-86 
27) Divisia, Economique rationelle 1928. P・. 393-94 
28) Schultz, ditto, p. 515—516 Pareto, Cours, II. P. 82ー 83

1926. p. 372—84 



る
如
く
、
支
配
し
得
る
資
本
の
大
さ
が
採
用
さ
る
ぺ
き
生
産
方
法
の
勁
き
得
る
範
園
を
決
定
す
る
。
今
｀
此
の
中
よ
り

一
方
法
を
取
出
し
て
考
察
す
る
。
此
の
生
産
方
法
に
は
不
菱
費
用
に
向
け
ら
る
ぺ
ぎ
資
本
部
分
が
岡
有
に
計
算
さ
れ
る
。

（
之
は
凡
て
の
生
産
方
法
に
就
い
て
さ
う
で
あ
る
）
。
此
の
資
本
部
分
を
第
一
資
本
部
分

Cr
と
呼
ば
う
。
生
産
物
が
生
廂
完

了
と
同
時
に
販
賣
せ
ら
れ
、
代
金
が
即
時
に
同
牧
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
貨
幣
資
本
の
必
要
は
な
い
。
従
っ
て
、
典
へ
ら
れ

た
一
定
査
本
よ
り
第
一
資
本
部
分
Cl
を
差
引
け
る
残
額
は
可
愛
費
用
に
向
け
ら
る
べ
き
部
分
で
あ
る
。
之
を
仮
に
第
二

資
本
部
分
C
ー
と
呼
ば
う
。
第
一
部
分
を
構
成
す
る
生
産
手
段
の
中
、
あ
る
も
の
は
そ
の
全
部
が
叉
あ
る
も
の
は
そ
の
一

部
が
不
愛
費
用
と
し
て
計
上
せ
ら
れ
、
第
二
資
本
部
分
は
そ
の
全
額
が
可
愛
費
用
と
な
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

生
産
方
法
が
定
ま
れ
ば
、
そ
れ
に
同
有
の
限
界
費
用
曲
帝
、
延
ひ
て
は
、
平
均
費
用
曲
帯
が
描
か
れ
る
。
而
し
て
、

限
界
費
用
下
限
線
、
而
し
て
、
平
均
費
用
下
限
線
を
決
定
す
る
に
は
必
要
に
し
て
十
分
の
條
件
が
輿
へ
ら
れ
る
こ
と
は
既

に
述
べ
た
。
平
均
費
用
下
限
線
、
，
aa
（
第
二
閾
て
上
の
任
意
の
一
砧

P
を
取
る
。
そ
の
縦
軸
を

Px
、
横
軸
を

PY
と
す
る
な

ら
ば
、
矩
形

o
x
p
y
は
Ox

祉
を
生
産
す
る
に
必
要
な
る
全
部
費
用
で
あ
る
。
之
よ
り
不
愛
費
用
を
差
引
け
ば
残
額
は
可

愛
費
用
の
総
額
で
あ
る
。
供
給
者
は
此
の
茂
額
が
第
二
資
本
部
分

co“
と
等
し
く
な
る
貼
ま
で
生
産
敷
謹
を
増
大
し
得
る
。

蓋
し
、
前
者
が
後
者
に
逹
せ
ざ
る
時
は
、
共
の
差
額
だ
け
は
死
蔵
す
る
よ
り
他
に
道
は
な
い
。

し
と
す
れ
ば
）
。

供

給

函

薮

論

第
1

一

巻

四

二

七

第

二

蒙

二
三
七

（
他
方
面
に
利
用
途
な

叉
第
一
の
茂
額
は
第
二
資
本
部
分
よ
り
も
大
と
な
る
こ
と
は
出
来
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
雨
者
が
等
し
く



＞＼ 

は
大
罷
に
於
い
て
之
と
軌
を
一
に
す
る
。
此
の
曲
線
は
生
産
方
法
の
髪
化

integral 
s
u
p
p
l
y
 

マ
ア

3
 

に
於
け
る
平
均
費
用
よ
り
も
小
、
生
産
数
童
よ
り
も
大
で
あ

生
産
方
法
、
換
言
す
れ
ば
、
仕
掛
の
小
な
る
も
の
L
最
能
限
黙

能
限
貼
に
於
け
る
平
均
費
用
と
生
産
敷
撮
は
、
そ
の
小
な
る

工

る。

供

給

函

薮

論

二
三
八

分
で
あ
っ
て
常
敷
で
あ
る
）
に
依
つ
て
示
さ
れ
る
漸
近
線
、

と
の
交
貼
で
あ
る
。
此
の
貼
に
於
け
る
平
均
費
用
を
0
と
す

組
織
に
依
る
節
約
の
法
則
は
第
一
資
本
部
分
の
絶
到
額
の

大
な
る
生
産
方
法
換
言
す
れ
ば
仕
掛
の
大
い
な
る
も
の
は
最

し
J

る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
。
生
産
の
仕
掛
を
愛
化
す
る
に
つ
れ
て
、
各
の
生
産
方
法
の
最
能
限
黙
の
菱
化
す
る
こ
と
は
明

ノヽ

，
 

2
 

か
で
あ
る

J

此
の
最
能
限
黙
の
軌
跡
を
ジ
ュ
ナ
イ
ダ
ア
に
倣
ひ
て

P
l
a
n
n
u
n
g
s
s
t
i
i
c
k
k
o
s
t
e
n
k
u
r
v
e

と
呼
ぶ

J

り

）

ー3
 

孜

シ
ャ
ル
の

Partial

e
x
p
e
n
s
i
v
e
 
c
u
r
v
e

と
呼
び
、
誠
の
供
給
曲
線
と
呼
ぶ
も
の
、
ボ
オ
レ
ィ
が

‘,‘ 2
 

3
 

c
u
r
v
e

と
甑
別
し
て
ゐ
る

s
u
p
p
l
y
c
u
r
v
e
 

と
最
低
生
産
費
と
の
闊
係
の
表
示
で
あ
っ
て
、
決
し
て
供
給
曲
線
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

b ー

な
る
黙
は
下
限
曲
線
、

aa
と

x
y
1
1
C
2

Cuは
第
二
資
本
部

x
 

第

二

巻

四

二

八

第
I

1

輩

29) Schneider, ditto s. 275-281 
30) Marshall. Principle. p. 810-11 
31) /I II p. 344. 

32) Bawley Mathematical groundwork. p. 31. 



無
敷
に
あ
る
で
あ
ら
う
。

供

給

函

敷

論

, 9 

今
生
産
方
法
を
選
む
に
あ
た
り
て
、

第

二

巻

四

二

九

第

二

披

二
三
九

と
こ
ろ
の
生
産
方
法
を
選
む
と
す
れ
ば
、
第
二
資
本
部
分
が
多

中
、
小
な
る
部
分
の
み
を
第
一
資
本
部
分
に
振
向
け
れ
ば
足
る

図 よ^＾弟

て
、
第
一
資
本
部
分
を
減
じ
て
第
二
資
本
部
分
を
培
せ
ぱ
）

生
産
方
法
は
捨
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
又
、

一
定
資
本
額
の

額
と
た
り
、
此
の
生
産
方
法
に
固
有
な
る
平
均
費
用
下
限
曲
線

一
暦
小
る
平
均
費
用
を
以
つ
て
生
産
し
得
る
。
故
に
、
第
一
の

同
一
の
数
祉
が
他
の
方
法
に
よ
れ
ば
、

P
l
a
n
n
u
n
g
s
s
t
i
l
c
k
k
o
s
t
e
n
k
u
r
v
e
 

一
定
の
資
本
額
を
以
つ
て
螢
み
得
る
生
産
方
法
は
、
第
一
資
本
部
分
を
奄
も
要
せ
ざ
る
如
き
最
も
幼
稚
た
る
生
産
方

法
よ
り
資
本
額
全
部
を
第
一
資
本
部
分
に
投
す
る
こ
と
を
要
す
る
が
如
き
極
め
て
大
規
模
の
生
産
方
法
に
至
る
ま
で
、

要
で
あ
る
と
こ
ろ
の
生
産
方
法
を
選
ぶ
な
ら
ば
、
第
二
資
本
部
分
は
小
と
な
り
此
の
生
産
方
法
に
固
有
な
る
平
均
費
用

下
限
曲
線
と

x
y
1
1
C
2
に
よ
り
て
表
示
さ
れ
る
漸
近
線
と
の
交
貼
は
最
能
限
戯
の
左
に
落
ち
る
。
従
っ
て
此
の
交
貼
は

の
上
方
に
あ
る
。
然
る
に
、

（
資
本
の
構
成
を
愛
じ

一
定
資
本
額
よ
り
餘
り
大
な
る
部
分
を
第
一
資
本
部
分
に
振
向
け
る
こ
と
が
必



た
る
條
件
を
以
つ
て
十
分
で
あ
る
。
（
昭
和
七
年
八
月
、
今
宿
の
個
寓
に
て
）

九
州
欠
學
固
書
印

一
定
の
資

が
よ
り
小
な
る
生
産
方
法
を
選
む
こ
と
に
よ
り
て
、

一
肝
低
廉
な
る
平
均
費
用
を
以
つ
て
生
産
す
る
を
得
る
が
故
に
、

供

給

函

薮

論

と

x
y
1
1
C
2
な
る
漸
近
線
と
の
交
黙
は
最
能
限
黙
の
右
側
に
落
ち
る
。
従
つ
て
、
此
の
交
貼
は
又

k
o
s
t
e
n
k
u
r
v
e
 
の
上
方
に
あ
る
。
然
る
に
、
前
の
場
合
と
同
様
に
、
第
一
資
本
部
分
が
よ
り
大
に
し
て
第
二
資
本
部
分

第
二
の
生
産
方
法
も
亦
捨
て
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
最
も
低
廉
な
る
平
均
費
用
を
以
つ
て
生
産
し
得
る
方
法
は
、
共
の

生
産
方
法
に
固
有
の
平
均
費
用
下
限
曲
線
と

x
y
1
1
C
2

(u'は
生
産
方
法
の
愛
化
と
共
に
愛
化
す
る
）

の
交
貼
が
、
そ
の
生
産
方
法
の
最
能
限
闊
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
の
生
産
方
法
で
あ
る
。

な
る
漸
近
線
と

こ
の
生
産
方
法
が
．

本
を
有
す
る
生
産
者
の
選
む
べ
き
生
産
方
法
で
あ
る
。
而
し
て
、
此
の
生
産
方
法
を
選
む
た
め
に
は
今
ま
で

r
l
l
•
へ
ら
れ

第

二

巻

四――

1
0
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